
機密性２情報

利根川下流部における洪水時の主な特徴

１．洪水継続時間が長い   破堤した場合に浸水時間が長くなる

２．洪水による水位上昇速度が比較的遅い

３．利根川流域の最下流端に位置するため、上流の状況により水位上昇等の判断がつく

４．堤防が大きい   破堤した場合に家屋が倒壊する範囲が大きくなる可能性がある

５．氾濫ボリュームが大きい   遠くの市町まで届く

６．低平な地域で広範囲が浸水するため、広域避難（他の市町への避難等）が必要となる

７．低平地を流れる   利根川本川の水位が上昇すると、強制排水が必要となる

８．下流部に無堤部がある   水位が高くなると溢水による浸水被害が発生する

９．河口部付近は、波浪や潮位の上昇の影響を受けやすい

１０．水防活動に多くの人員、設備等が必要である
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利根川下流部の現状と取組状況



利根川下流部の被害状況等

昭和57年9月
千葉県下総町尾羽根川排水機場

昭和23年9月
千葉県香取郡佐原町船戸地先

昭和16年7月
茨城県北相馬郡高須村小通幸谷地内

昭和56年8月
龍ヶ崎市 利根川水系小貝川堤防決壊

【過去の主要な災害】
発生年月日 ピーク水位 河川被害 一般災害

1
昭和10年9月
（台風10号）

ＹＰ＋８．３７ｍ
破堤（小貝川/高須地先）

L=221m

浸水区域：龍ケ崎市、利根町、河内村、新利根町、東村
床上浸水：2,950戸
倒壊半壊戸数：109

2
昭和16年7月

（台風）
ＹＰ＋８．９９ｍ

破堤（小貝川/小通幸谷地先）
L=500m

浸水区域：龍ケ崎市、利根町、河内村、新利根町、東村

3
昭和22年9月

（カスリーン台風）
ＹＰ＋７．９２ｍ

堤防決壊（利根川/香取郡豊浦村富田地先
ほか）

3か所　2,650m
護岸決潰：3,660m
水制流失：810m

4
昭和23年9月
（アイオン台風）

ＹＰ＋８．４２ｍ 風害高潮による被害が相当あった。

5
昭和25年8月
（熱帯低気圧）

ＹＰ＋８．６４ｍ
破堤（小貝川/藤代町大溜地先）

L=225m

浸水区域：茨城県取手市、藤代町
死者行方不明者：3名
床上浸水：5,326戸
倒壊半壊戸数：1,874戸
床下浸水：142戸

6
昭和56年8月
（台風15号）

ＹＰ＋６．５０ｍ 破堤（小貝川/龍ケ崎市川原代町砂波地先）
浸水区域：茨城県取手市、藤代町
床上浸水：1,643戸
床下浸水：4,204戸

7
昭和57年9月
（台風18号）

ＹＰ＋７．３２ｍ
河川被害

利根川本川：15箇所
小貝川：2箇所

浸水区域：波崎町
床上浸水：10戸
床下浸水：134戸
浸水区域：銚子市
床上浸水：6戸
床下浸水：207戸

8
平成10年9月
（台風5号）

ＹＰ＋６．４６ｍ
河川被害

利根川本川：6箇所
小貝川：2箇所

浸水区域：波崎町
床上浸水：0戸
床下浸水：10戸
浸水区域：銚子市
床上浸水：0戸
床下浸水：8戸

9
平成13年9月
（台風15号）

ＹＰ＋６．６４ｍ

浸水区域：波崎町
床上浸水：4戸
床下浸水：38戸
浸水区域：銚子市
床上浸水：0戸
床下浸水：19戸

10
平成14年7月
（台風6号）

ＹＰ＋６．３９ｍ

浸水区域：波崎町
床上浸水：1戸
床下浸水：4戸
浸水区域：銚子市
床上浸水：1戸
床下浸水：8戸

11
平成19年9月
（台風9号）

ＹＰ＋６．２５ｍ
河川被害

利根川本川：7箇所
小貝川：2箇所

浸水区域：波崎町
床上浸水：0戸
床下浸水：2戸
浸水区域：銚子市
床上浸水：0戸
床下浸水：4戸



利根川下流部の堤防整備状況
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河川名 堤防延長 参考

計画断面堤防
（a）

堤防必要区間
（b）

a/b(%)

利根川 約140.5km 約161.1km 約87.2%

小貝川 約13.4km 約13.4km 100%

手賀川 約15.1km 約15.1km 100%

長門川 約0.4km 約0.4km 100%

横利根川 約0.4km 約0.4km 100%

合計 約169.7km 約190.4km 約89.2%

凡 例

計画堤防断面

暫定堤防断面

堤防未整備

河道掘削等

利根川

手賀川

横
利
根
川

長
門
川

平成27年3月時点

利根川の河道目標流量



利根川下流部の重要水防箇所（１／２）
現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績から、あらかじめ水防上特に注意を要する
区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所を指定している。

Ａランク：計画断面堤防（標準的な堤防の
断面形状）に対して、現況堤防
の断面積や天端幅が半分に満
たない箇所。

Ｂランク：計画断面堤防（標準的な堤防の
断面形状）に対して、現況堤防
の断面積や天端幅が不足して
いるが半分以上はある箇所。

堤防断面

様式－３ 平 成 ２８ 年 度　  都 県 別 重 要 水 防 箇 所 調 書（総括表）
重 要 水 防

左右 堤 防 延 長  重　　　　　　　　　　　要　　　　　　　　　　　度
都県名  区 間 延 長 Ａ Ｂ 要注意区間 計

岸別 （Ｋｍ） 堤　　　防 堤　　　防 堤　　　防 堤　　　防
 （Ｋｍ） 箇所 延長(m) 箇所 延長(m) 箇所 延長(m) 箇所 延長(m)

茨城県
左岸 60.607 64.330 16 7,857 160 54,286 7 2,187 183 64,330

右岸 8.329 7.781 1 0 23 7,361 2 420 26 7,781

計 68.936 72.111 17 7,857 183 61,647 9 2,607 209 72,111
千葉県

左岸 23.302 19.154 1 100 47 14,721 5 4,333 53 19,154

右岸 78.396 75.265 17 11,072 175 59,223 12 4,970 204 75,265

計 101.698 94.419 18 11,172 222 73,944 17 9,303 257 94,419

Ａランク：過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の
履歴があり、その対策が未施工の箇所。

Ｂランク：過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の
履歴があり、その対策が暫定施工の
箇所。

また、すべり破壊に対する安全度が
基準以下の箇所や、基礎地盤及び堤体
の土質等からみて漏水が発生する恐れ
のある箇所で、主要の対策が未施工の
箇所。

法崩れ・すべり、漏水

Ａランク：現況の河道において計画規模の
流量が流れた場合の水位が、堤
防の高さや河道の流下能力が不
足し、堤防の堤防高を越える箇所。

Ｂランク：現況の河道において計画規模の
流量が流れた場合の水位と現況
の堤防高の差が、計画断面堤防と

して必要な余裕高に満たない箇所。

堤防高（流下能力）

凡 例

Ａランク
（水防上最も重要な区間）

Ｂランク
（水防上重要な区間）

要注意区間



利根川下流部の重要水防箇所
現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績から、あらかじめ水防上特に注意を要する
区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所を指定している。

様式－３ 平 成 ２８ 年 度　  都 県 別 重 要 水 防 箇 所 調 書（総括表）
重 要 水 防

左右 堤 防 延 長  重　　　　　　　　　　　要　　　　　　　　　　　度
都県名  区 間 延 長 Ａ Ｂ 要注意区間 計

岸別 （Ｋｍ） 堤　　　防 堤　　　防 堤　　　防 堤　　　防
 （Ｋｍ） 箇所 延長(m) 箇所 延長(m) 箇所 延長(m) 箇所 延長(m)

茨城県
左岸 60.607 64.330 16 7,857 160 54,286 7 2,187 183 64,330

右岸 8.329 7.781 1 0 23 7,361 2 420 26 7,781

計 68.936 72.111 17 7,857 183 61,647 9 2,607 209 72,111
千葉県

左岸 23.302 19.154 1 100 47 14,721 5 4,333 53 19,154

右岸 78.396 75.265 17 11,072 175 59,223 12 4,970 204 75,265

計 101.698 94.419 18 11,172 222 73,944 17 9,303 257 94,419

Ａランク：計画断面堤防（標準的な堤防の
断面形状）に対して、現況堤防
の断面積や天端幅が半分に満
たない箇所。

Ｂランク：計画断面堤防（標準的な堤防の
断面形状）に対して、現況堤防
の断面積や天端幅が不足して
いるが半分以上はある箇所。

堤防断面

Ａランク：過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の
履歴があり、その対策が未施工の箇所。

Ｂランク：過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の
履歴があり、その対策が暫定施工の
箇所。

また、すべり破壊に対する安全度が
基準以下の箇所や、基礎地盤及び堤体
の土質等からみて漏水が発生する恐れ
のある箇所で、主要の対策が未施工の
箇所。

法崩れ・すべり、漏水

Ａランク：現況の河道において計画規模の
流量が流れた場合の水位が、堤
防の高さや河道の流下能力が不
足し、堤防の堤防高を越える箇所。

Ｂランク：現況の河道において計画規模の
流量が流れた場合の水位と現況
の堤防高の差が、計画断面堤防と

して必要な余裕高に満たない箇所。

堤防高（流下能力）

凡 例
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避難を促す緊急行動



避難を促す緊急行動



利根川下流河川事務所の取組状況

トップセミナー

共同点検

洪水予報やホットラインなど、出水時に河川管理者から提供される情報とその対応等について確
認するため、管内の首長等に対してトップセミナーを実施。

地方公共団体・自治会・住民と共に、流下能力が低い区間や過去に漏水が
あった箇所など洪水に対しリスクが高い区間の共同点検を実施。

取手市での共同点検実施状況 香取市での共同点検実施状況

避難を促す緊急行動

利根町での共同点検実施状況

水防事務組合 実施日 一般参加者数

H28.1.18
茨城県竜ヶ崎工事事務所、
取手市消防本部、
取手市消防団も参加

7

銚子市
H28.2.9
銚子市

5

香取広域市町村圏事務組合
（神崎町、香取市、東庄町、他１町）

H27.11.16
千葉県香取土木事務所、
香取広域市町村圏事務組合も参加

8

利根川水系県南水防事務組合
（取手市、龍ケ崎市、他3市）

H27.12.24
茨城県竜ヶ崎工事事務所、
稲敷地方広域市町村圏事務組合
も参加

10
稲敷地方広域市町村圏事務組合
（龍ケ崎市、利根町、河内町、稲敷市、他１市）

印旛利根川水防事務組合
（印西市、栄町、成田市他４市）

H28.1.27
千葉県印旛土木事務所、
成田土木事務所、
印旛利根川水防事務組合も参加

8

自治体名 実施日

河内町、栄町、酒々井町 平成27年10月16日

龍ケ崎市、利根町、白井市、四街道市 平成27年10月19日

我孫子市、成田市 平成27年10月20日

東庄町、銚子市 平成27年10月22日

神栖市、佐倉市 平成27年10月26日

取手市、印西市、神崎町、八千代市 平成27年10月29日

香取市 平成27年11月2日



避難を促す緊急行動
水害対応チェックリストの作成、周知
出水時に河川管理者から提供される情報に対し、各地方公共団体が行うべき事項を整理した
水害対応チェックリストを作成、周知



避難を促す緊急行動

避難を促す緊急行動（平成27年10月）
・平成２８年度出水前までを目標とした取組

【実施済み】
●洪水予報文、伝達手法の改善 ⇒ 国土交通本省にて改善済み
●市町村リアルタイム情報の充実 ⇒ 国土交通本省にて改善済み
●地域住民の所在地に応じたリアルタイム情報の充実 ⇒国土交通本省にて改善済み
●ハザードマップポータルサイトの周知と活用 ⇒ 事務所より各市町へ依頼済み

【作業中】
●浸水想定区域（改訂版）の公表 ⇒ 作業中（作成後、各市町に照会予定）
●家屋倒壊危険区域の公表 ⇒ 作業中（作成後、各市町に照会予定）
●避難のためのタイムラインの整備 ⇒ 各市町との作成中
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減災対策協議会において実施する事項

Ⅰ．現状の水害リスク情報や取組状況の共有

１）情報伝達、避難計画等に関する事項 ２）水防に関する事項
３）氾濫水の排水、施設運用等に関する事項 ４）河川管理施設の整備に関する事項

Ⅱ．地域の取組方針の作成

Ⅲ．フォローアップ

１．現状の取組状況
２．減災のための目標

３．取組内容 １）円滑かつ迅速な避難のための取組
①情報伝達、避難計画等に関する事項
②平時から住民等への周知・教育・訓練に関する事項
③円滑かつ迅速な避難に資する施設整備に関する事項

２）的確な水防活動のための取組
①水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項
②市町村庁舎や災害拠点病院等の自衛水防の推進に関する事項

３）氾濫水の排水、施設運用等に関する取組

①目標の設定 ②取組状況の確認 ③取組内容の調整

【協議会メンバーへの調査】


